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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調

で推移しました。一方、海外においては米国の通商政策による貿易摩擦問題や金融資本市場の変動による影響など

懸念材料も多く先行きは不透明な状況が続いております。

  このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は、1,004百万円と前年同期に比較して5百万円(前年

同期比0.6%減）の減少となりました。セグメントごとでは、自動車部品製造事業が汎用機部品等の増加により950

百万円、工作機械製造事業が専用工作機械等の減少により54百万円となりました。

 利益面につきましては、営業損失は、海外子会社での一時的な売上原価の増加等が主な要因となり36百万円（前

年同期は営業利益17百万円）となりました。経常損失は、上記と同様の理由により15百万円（前年同期は経常利益

36百万円）となりました。その結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は24百万円(前年同期は親会社株主に帰

属する四半期純利益37百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、売掛金等が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ

172百万円減少し、7,470百万円となりました。

 負債につきましては、未払金等が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ21百万円減少し、2,161百万

円となりました。

 純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ151百万

円減少し、5,309百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,394,487 1,312,068 

受取手形及び売掛金 843,843 536,772 

電子記録債権 39,418 40,228 

有価証券 600,000 300,000 

製品 16,826 20,118 

仕掛品 272,813 582,718 

原材料及び貯蔵品 115,742 92,822 

その他 67,086 87,451 

貸倒引当金 △826 △534 

流動資産合計 3,349,392 2,971,644 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 593,168 573,780 

機械装置及び運搬具（純額） 1,357,115 1,339,756 

土地 673,495 673,495 

建設仮勘定 294,999 573,069 

その他（純額） 86,713 103,507 

有形固定資産合計 3,005,492 3,263,609 

無形固定資産 37,769 41,228 

投資その他の資産 1,250,485 1,193,839 

固定資産合計 4,293,747 4,498,677 

資産合計 7,643,139 7,470,321 

負債の部    

流動負債    

買掛金 321,461 417,172 

短期借入金 328,200 308,593 

1年内返済予定の長期借入金 20,000 50,000 

未払法人税等 15,972 234 

賞与引当金 48,968 - 

役員賞与引当金 5,000 1,260 

その他 279,162 254,919 

流動負債合計 1,018,766 1,032,179 

固定負債    

長期借入金 580,000 550,000 

役員退職慰労引当金 9,368 9,368 

退職給付に係る負債 234,031 239,723 

資産除去債務 73,440 56,554 

その他 266,933 273,237 

固定負債合計 1,163,773 1,128,884 

負債合計 2,182,540 2,161,064 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 200,700 200,700 

資本剰余金 25,563 25,563 

利益剰余金 5,146,677 5,062,462 

自己株式 △23,087 △28,851 

株主資本合計 5,349,853 5,259,875 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 230,498 181,755 

繰延ヘッジ損益 1,461 - 

為替換算調整勘定 △121,213 △132,373 

その他の包括利益累計額合計 110,745 49,382 

純資産合計 5,460,599 5,309,257 

負債純資産合計 7,643,139 7,470,321 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 1,010,544 1,004,858 

売上原価 811,335 866,996 

売上総利益 199,208 137,861 

販売費及び一般管理費 181,910 174,223 

営業利益又は営業損失（△） 17,298 △36,361 

営業外収益    

受取利息 646 95 

受取配当金 3,669 4,194 

受取賃貸料 12,752 12,361 

為替差益 - 1,609 

売電収入 8,503 8,311 

雑収入 2,182 3,534 

営業外収益合計 27,754 30,106 

営業外費用    

支払利息 11 2,869 

不動産賃貸原価 3,389 3,311 

為替差損 1,102 - 

売電費用 3,869 3,412 

雑損失 1 17 

営業外費用合計 8,374 9,611 

経常利益又は経常損失（△） 36,679 △15,866 

特別損失    

固定資産廃棄損 420 0 

特別損失合計 420 0 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
36,259 △15,866 

法人税、住民税及び事業税 234 △4,577 

法人税等調整額 △978 13,519 

法人税等合計 △744 8,942 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 37,003 △24,808 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
37,003 △24,808 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 37,003 △24,808 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △23,724 △48,742 

繰延ヘッジ損益 267 △1,461 

為替換算調整勘定 607 △11,159 

その他の包括利益合計 △22,848 △61,363 

四半期包括利益 14,154 △86,171 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 14,154 △86,171 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
自動車部品製造

事業 
工作機械製造 

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 772,689 237,855 1,010,544 - 1,010,544 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- 1,091 1,091 △1,091 - 

計 772,689 238,947 1,011,636 △1,091 1,010,544 

セグメント利益又は損失

（△） 
64,900 △47,602 17,298 - 17,298 

（注）セグメント利益又は損失と四半期連結損益計算書の営業利益に差異はありません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
自動車部品製造

事業 
工作機械製造 

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 950,679 54,179 1,004,858 - 1,004,858 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
623 16,125 16,749 △16,749 - 

計 951,303 70,305 1,021,608 △16,749 1,004,858 

セグメント利益又は損失

（△） 
37,223 △73,584 △36,361 - △36,361 

（注）セグメント利益又は損失と四半期連結損益計算書の営業損失に差異はありません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

資本金の額の減少及び資本剰余金（資本準備金）の額の増加

 当社は、平成30年５月10日開催の取締役会において、平成30年６月27日開催の第70回定時株主総会に資本金の額

の減少について付議することを決議し、同株主総会において承認可決され、平成30年８月１日付でその効力が発生

しております。

１．資本金の額の減少の目的

 当社において、現行の法律や制度における中小企業としての優遇措置を活用できるようにすること、並びに今後

の当社の機動的かつ効率的な運営を推進するための資本政策を備えるものであります。

２．資本金の額の減少の要領

（１）減少する資本金の額

資本金200,700千円のうち100,700千円

（２）増加する資本剰余金の項目及びその額

資本準備金100,700千円
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